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小・中学校への防災教育を
中心とした出前授業

日本技術士会東北本部山形県支部
幹事 社会学習委員会委員⾧

石 井 知 征
（建設部門：道路、環境部門：自然環境保全）
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１．出前授業の始まり

１９９５年に技術士に合格した時点で、県内の技術士の数は
約３０名。山形県技術士会（当時）の目標は、１００名を
超すこと。
①会員を増やすための努力
・県から補助を受けて、技術士受験体験講習会や研修会
などを開催

②技術者倫理の向上
・食品・産地・構造計算書などの偽装問題

この二つとも、どちらかと言えば内向きの努力であり、
技術士としての「社会の認知度」は低いように感じていた。

【技術士の認知度向上のために】

・２０１６年に県支部として、外向きである社会への情報発信の必要性を
提案、それが「小・中学校への出前授業」

【提案の背景】

①少子高齢化などを背景とした建設産業従事者の減少

②次世代を担う子どもたちの「土木離れ」

③２０１１年の東日本大震災や、１４年・１５年と連続して発生した
県南部の南陽市を中心とした集中豪雨による被害

④日経コンストラクションに連載されていた、藤井俊逸氏による
「土木模型プレゼン講座」にヒントを得る
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【模型製作から出前授業の発案まで】

①藤井俊逸氏著書の
「模型で分かるドボクの秘密」を購入

②雨が降って山が崩れる（地すべり）仕組みの
模型製作

⇓
藤井氏から模型製作の了承を得るとともに、
日本技術士会東北本部山形県支部による
「小・中学校への出前授業（仮称）」に用いる
ことへの理解を得る

③「地すべり」の模型製作完成まで約３ケ月
・地すべりの模型が、出前授業発案の前提としていた

④並行して、石橋やトンネルなどの模型が完成

⑤県支部役員会において「小・中学校への出前授業（仮称）」を発案し、
２０１６年は試行にて行うことに決定

5

6



2021/5/25

4

２．小・中学校への出前授業

①２０１６年は、居住地の村山市において出前授業の試行を
実施

②小学校２校、中学校１校

③試行の成果を踏まえ、１７年から支部の新たな事業として
社会学習委員会を立ち上げて、出前授業に取り組むことに
なる

３．出前授業の目的

①理科の授業

②防災教育（東日本大震災や近年の集中豪雨から命を守る）
（自分の命は自分で守る）

③キャリア（将来の職業選択時に建設産業を選んで欲しい）
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４．技術士として主体的に行った事項

①出前授業の内容
ａ．雨が降って山が崩れる仕組み
ｂ．津波を正しく知って避難の仕方を知ろう
ｃ．石橋やトンネルはどうして崩れないの
ｄ．ヘドロって使えるの（ボンテラン工法）
ｅ．ドローンを用いての授業

・手作りの模型やパワーポイントを用いて説明
・手に触れることにより、“土木のふしぎ”に興味を持たせる
・ドローンについては、フライトシミュレーターによる操作

※ ａ～ｄは１単位（４０分）、ａ～ｅの場合は２単位（８０分）

①雨が降って山が崩れる仕組み（地すべり）

（南陽市立宮内小学校の様子） 協力：藤井俊逸氏
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◎内陸地区でなぜ津波なの？
・東北地方の太平洋の海底では、太平洋プレートが陸側の北米プレートに毎年

１０ｃｍほど沈み込んでいる 巨大地震はこれからも必ず発生する
・将来、家族旅行や仕事などで、海岸に行く機会が必ずある
・避難の知識があるかないかで、守れる命がある

◎１９８３年５月２８日１１時５９分に発生した「日本海中部地震」
・遠足を引率 した先生に「避難の知識」があれば、１３名の命が救われた

◎津波てんでんこ
・東北の三陸地方に伝わる言葉
・大地震の際に「ばらばらに高台に逃げろ」という教え
・東日本大震災（２０１１年３月１１日午後２時４６分）では、

②津波を正しく知って避難の仕方を知ろう

大津波警報の中、避難する釜石東中学校と
鵜住居小学校の生徒・児童たち
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２０１９．３．２６
山形新聞

③石橋はどうして崩れないの

茶色：支保工 黄色：ジャッキ部

（南陽市立宮内小学校にて） ※オリジナル
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④ヘドロって使えるの（ボンテラン工法）

（南陽市立宮内小学校にて） 協力：（株）森環境技術研究所

⑤ドローンを用いての授業

（南陽市立宮内小学校にて） 協力：三協コンサルタント（株）
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【子どもたちの反応】（感想文より）

・土砂崩れの映像を見てビックリした
・災害が身近に存在することが分かった
・石橋やトンネルが崩れない理由が実験で分かった
・ヘドロをリサイクルして、堤防などに再利用できると知って驚いた
・津波てんでんこの話を聞いて、自分の命は自分で守りたいと思った
・ドローンの操作を学べて良かった
・父親が大工なので、将来は大工になろうと思っていたけど、今日の
話を聞いて、土木の職に就きたいと思った

等々

国連が採択した“持続可能な開発目標” （ＳＤＧｓ）

達成に向けた取り組み１７項目の中に

小・中学生のための防災教育を中心とした出前授業は、この
「質の高い教育をみんなに」を意識して取り組み、社会貢献を
したいと考えている。

4 Quality Education 質の高い教育をみんなに
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②社会への情報発信の成果
【①最上川水防演習に招待】
・主催 最上川流域１０市町村、山形県、国土交通省東北地方整備局
・日時 ２０１８年５月２７日（日）
・大石田町の最上川左岸にて開催

（開会式の様子） （ブースでの説明状況）

許諾：共同通信社
山形新聞社
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【②山形県立山形工業高等学校にて講演】

・２０２１年４月１６日開催の創立１０１周年記念式典にて、記念講演を行う
・コロナ禍から、視聴覚室からビデオ配信にて

（視聴覚室にて式典と講演） （各教室にはビデオにて配信）

【③マスコミによる取材】

◎取材状況

２０１９年（７校開催）の累計
・新聞社 １６社
・ＴＶ ５社

↓

・社会への情報発信の成果
↓

・「技術士」の社会の認知度向上

（２０１９．１０．３０ 天童市立蔵増小）
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（新聞記事）

（２０１６．１２．２０ 讀賣新聞） （２０２０．１．２４ 山形新聞）

③共催や後援・協力を得る

【共催】
山形県県土整備部（プレスリリース他）
・建設産業従事者の減少対策に取り組んでおり、県支部の
考えと一致

天童商工会議所建設業部会（学校との交渉他）
【後援】

山形県教育委員会 山形県立産業技術短期大学校
山形県建設技術センター 山形新聞・山形放送
山形県建設業協会や同建設コンサルタンツ協会を始めとする
ほとんどの建設関連団体

【協力】
国土交通省東北地方整備局新庄河川事務所 共同通信社
藤井俊逸氏 南利幸気象予報士事務所
（株）森環境技術研究所 三協コンサルタント（株）

※赤文字は後援名義使用申請・許可
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５．技術的に高度な事項

・山形県土木部（現：県土整備部）に在職時、道路事業の
災害などによる地すべり対策等の経験を踏まえ、

・技術的に難しく高度な内容を、ＰＰやビデオによる視覚と、
実験模型への触覚を用いて、小・中学生等へ、いかに
分かりやすく説明するか、という点に力を入れている。

６．終わりに

・２０２０年はコロナ禍から、出前授業を無理に推し進めないと
いう方針により、実績はゼロとなった

・２０２１年は
①４月１６日に、県立山形工業高等学校の創立１０１周年記念
式典において記念講演を行う

②県立産業技術短期大学校土木エンジニアリング科から
出前授業の依頼あり、１０月開催で調整中

③小・中学校での出前授業は、コロナ禍の状況を見極めながら
復活を予定

④現時点では、天童市・村山市・南陽市で実施の予定
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